
 
初形からこの操作を１回行うと、縦、横、斜めそれぞれの１列の合計が等しくなります。 
また、正方形の対角線の交点を中心として対称な位置にある２数の合計はどれも等しく、中心の位置に

入っている数の２倍となります。 
 
（１）	219 は操作が完了する１つ前の段階では、左下隅の右斜め下にあったことになります。 

初形ではいちばん下の段の真ん中の１つ右ですから、いちばん大きな数字は 219 より大きい平方数

で最小のものです。 
1961414 =´  
2251515 =´  

より、 15=a で最大の数字は 225 です。 
点対称な位置にある２数の合計はどれも等しいので、 

2262251 =+  
と求めることができます。 
よって、いちばん下の右から２番目に入る数字は、 

7219226 =-  …（答） 
また、１列の合計は真ん中の数字の 15 倍に等しいので、いちばん右の縦１列に入っている数字の合

計は、 
1695152226 =´÷  …（答） 

 
 

（２）	１回目の操作を終えたとき、231 は右下隅にあり、初形では真ん中の段の右端にあったことがわかり

ます。よって、いちばん大きな数は 231 の 2 倍よりも小さな平方数ですから、 
4412121 =´  

が有力です。441 の真ん中の数は、 
2212)1441( =÷+  

ですから、231 との差の 2 倍に 1 を足したものが a となるので、それらを計算すると、 
2112)221231( =+´-  

となり、適することが確認できました。 
（答） 21 
 
 

（３）	 11=a のとき、１回操作を行うと以下のようになります。 
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これをもとに、1 が操作をするごとにどこに移動するか調べます。 
表中の 1 というのは１回目の操作後に 1 がそこにあるという意味です 
 

 
 
表より、４０回の操作で初形の位置に戻ることがわかります。 
よって、 

1850402018 !=÷  
なので、表中の 18 の位置が答になります。 
（答） 上から９段目の左から３番目 
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